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いじめの未然防止につながる
　　　　　　　　　　　　家庭での取組
家庭で見守りましょう ネット被害から守りましょう

いじめは、人の心や体を傷つけるだけではなく、時には命を奪うこと
にもつながりかねない重大な人権侵害です。子どもたちの小さなサイ
ンを察知し、身近な大人が本気で関わっていきましょう。

☆　お子さんと一緒に会話したり、食事したりする
機会をつくりましょう。

☆　お子さんの話を最後までじっくり聞くことを大
切にしましょう。

☆　学校行事やＰＴＡ活動等に積極的に参加し、大
人同士の関係をつくりましょう。

☆　インターネットの危険性をお子さんに教えま
しょう。

☆　パソコン、スマートフォン、ゲームなどの使
い方や使用時間などを一緒に考え、必ず家庭
内でルールを決めましょう。

☆　パソコンやスマートフォン、ゲームなどに、
必ずフィルタリングの設定をしましょう。

早く気づき、早く対応する
ことが大切です！保護者の

皆様へ

お子さんの様子を見て「おやっ」と
思うことはありませんか？

全国共通の教育相談ダイヤル

0570-078310
な　　　や　　　み　　　い　　おう

いじめられているかも… いじめているかも…
□　帰宅したとき、衣服に汚れや破れ、体に擦り傷

やあざなどがある。

□　朝に体調不良を訴え、登校をしぶることが多く
なってきた。

□　「転校したい、学校をやめたい」などと言い出す。

□　家の金品を無断で持ち出すようになった。

□　親しかった友だちが遊びに来なくなったり、遊
びに行く回数が減ったりしている。

□　知らない友だちからの電話があり、不自然な外
出が増えている。

□　持ち物が頻繁になくなったり、壊されたり、落
書きされたりしている。

□　ナイフ（刃物）などを隠し持っている。

□　ぼんやりしたり、ふさぎ込んだりしている。

□　急に甘えてきたり、はしゃいだりすることがある。

□　金遣いが荒くなる。
　 （小遣い以上のお金を使っている気配がある。）

□　買い与えた覚えのない物を持っている。

□　友だちを中傷する言動が多くなる。

□　学校や友だちの話題が減る。

【裏表紙】（保護者啓発用の紙面）

保護者が、自分の子供の変化にいち早く気づけるよう、家庭で確認してほ

しい項目を掲載しています。また、悩みを相談できる各種相談電話の番号を

掲載しています。

活用例

○ ４月当初の参観日の全体説明等の場面で活用する。

○ 学級指導後、家庭に持ち帰らせてチェックリストに記入してもらい、

教師・保護者の二者面談等で活用する。

○ コピーし、地域懇談会などでの配布資料として活用する。

※ 学校、学年、学級等の実態に応じて工夫して活用ください。

保護者の協力が重要であることを伝え、家庭・学校・地域が連携しながら子供を

いじめから守ることを共通理解する。
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小学校３～６年生用

いじめの未然防止につながる
　　　　　　　　　　　　家庭での取組
家庭で見守りましょう ネット被害から守りましょう

いじめは、人の心や体を傷つけるだけではなく、時には命を奪うこと
にもつながりかねない重大な人権侵害です。子どもたちの小さなサイ
ンを察知し、身近な大人が本気で関わっていきましょう。

☆　お子さんと一緒に会話したり、食事したりする
機会をつくりましょう。

☆　お子さんの話を最後までじっくり聞くことを大
切にしましょう。

☆　学校行事やＰＴＡ活動等に積極的に参加し、大
人同士の関係をつくりましょう。

☆　インターネットの危険性をお子さんに教えま
しょう。

☆　パソコン、スマートフォン、ゲームなどの使
い方や使用時間などを一緒に考え、必ず家庭
内でルールを決めましょう。

☆　パソコンやスマートフォン、ゲームなどに、
必ずフィルタリングの設定をしましょう。

早く気づき、早く対応する
ことが大切です！保護者の

皆様へ

お子さんの様子を見て「おやっ」と
思うことはありませんか？

全国共通の教育相談ダイヤル

0570-078310
な　　　や　　　み　　　い　　おう

いじめられているかも… いじめているかも…
□　帰宅したとき、衣服に汚れや破れ、体に擦り傷

やあざなどがある。

□　朝に体調不良を訴え、登校をしぶることが多く
なってきた。

□　「転校したい、学校をやめたい」などと言い出す。

□　家の金品を無断で持ち出すようになった。

□　親しかった友だちが遊びに来なくなったり、遊
びに行く回数が減ったりしている。

□　知らない友だちからの電話があり、不自然な外
出が増えている。

□　持ち物が頻繁になくなったり、壊されたり、落
書きされたりしている。

□　ナイフ（刃物）などを隠し持っている。

□　ぼんやりしたり、ふさぎ込んだりしている。

□　急に甘えてきたり、はしゃいだりすることがある。

□　金遣いが荒くなる。
　 （小遣い以上のお金を使っている気配がある。）

□　買い与えた覚えのない物を持っている。

□　友だちを中傷する言動が多くなる。

□　学校や友だちの話題が減る。

いじめ防止等に関するリーフレットの活用例（小学校用）

【リーフレット配布の趣旨】

青森県いじめ防止基本方針に基づき、「いじめは、どの子供にも、どの学

校にも起こり得るものである。」という共通認識のもと、いじめの防止、早

期発見・対応の観点から児童生徒、家庭、地域への啓発を行うとともに、教

員の指導力向上に役立てる。

【設定】

活用（指導）時期：年度初め（４～５月頃）

対 象：小学校全学年

活用場面：朝の会や学級活動、道徳、学年集会等

【表紙の意図】

青森県に住む全ての子供から大人、地域のみんなが手をつなぎ、支え合う

ことで明るく、くらしやすい県を目指そうとする姿をイメージしている。背

景は、自然が豊かな青森県全体に温かい心が広がっていくイメージを表現し

ている。

自分を含め、一人一人の存在を認め、「大切な仲間だから」という意識の

もと、自分の学級や学校を見直す扉としている。

※活用例に掲載しているリーフレットは、小学校３～６年生用です。小学校１・２年生用の活用についても、これを

参考にしてください。

表紙絵：県総合学校教育センター 上山香子先生

　「いじめを防ごう」という言葉

を前面に出し、学級・学校・地

域・県内…全ての人たちが「大切

な仲間」であることに気づいてほ

しいという思いを込めている。

　時に支え合い、時に向かい合

いながら過ごす、仲間の存在に

感謝し、仲間から見ると自分も大

切な存在であり、自他を大切にす

ることに気づいてほしいという思

いを込めている。

　「思いやり」はいじめ防止のた

めに必要な、最も基本的な気持

ちである。すべての人たちが思い

やりの気持ちをもって生活するこ

とがいじめ防止につながることを

伝えたい。



僕たちみんな、一人一人、大切な
仲間だよね。
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こんなことして、
　　本当にいいのかな？
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相手の気もち、
　　　　考えたことある？

仲間はずれや無視をする 持ち物をかくしたり、いた
ずらをしたりする

荷物をむりやり持たせる その子がいやがるあだ名
で呼ぶ

わざとぶつかったり、たた
いたりする

インターネットに名前や
写真を勝手にのせる

いじめとは・・・
ほかの子から、言われたり、されたりしたこ
とが、その子にとっていやだとか、苦しいと
か、感じるもの。

いじめをしてはいけないことが、
「法律」で決められているのよ。

左の絵にかかれていることは、
「いじめ」になるかもしれないよ。

見ていただけだよ！
わたしには関係ないよ。

おもしろいし、
みんなもやってるよ。

だって、いやだなんて
言わないし…

本当は
いやなんだけど…

こんなことされて、
とっても苦しいよ…

あなたの学級を
　ふり返ってみましょう。

がっきゅう

かえ

みんなでチェック！

□　ほかの子がいやがることをしない。
□　きまりをきちんと守っている。
□　「ダメなことはダメ！」と、注意し合える。
□　だれとでも、仲よくしている。　
□　困ったときは、おたがいに助け合える。

いじめのない学級・学校をみんなでつくろう！
がっきゅう がっこう
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いじめがあったら、だれかに相談しよう！
先生・友達・家族・相談電話が助けてくれる！
せんせい ともだち

そうだん

そうだんでんわかぞく たす

★いじめをなくすために、あなたができることを書いてみよう。

Ⅰ いじめ防止等に関するリーフレットの活用について Ⅱ いじめ防止について、一人一人ができること

いじめ防止の指導を、以下の①から⑥の６段階に分け、学級担任等が順を追って指導すること いじめ防止について自分ができることをまとめる欄（下の④）を設定しています。自分の考え
ができる構成としています。参考として、各段階には、指導目標、指導例、「いじめ問題対応の を書かせたり、まとめたりするとともに、家庭で保護者にも確認してもらう等、具体的な実践に
手引き」の関連ページを示しています。 つながる工夫をし、より効果的に活用してください。

① 普段の身近な場面から、いじめとは何かを考える。

② いじめられている側の気持ちを考える。 Ⅲ 『いじめ問題対応の手引き』の活用について
③ いじめのとらえ方（いじめの定義）を確認する。
④ 自分の学級を点検するとともに、いじめをなくすために自分ができることを考える。 平成２６年３月に県教育委員会が配布した『いじめ問題対応の手引き』を
⑤ いじめは許されない行為であり、予防に努めることが大切であることを確認する。 参考にできるよう、関連ページを示しています。関連ページを一読しておいて、
⑥ いじめを一人で悩まず、相談することが大切であることを確認する。 リーフレットを配布して指導する際、活用してください。

ホームページ： http://www.pref.aomori.lg.jp/bunka/education/ijimezantei.html

① 普段の身近な場面から、いじめと ② いじめられている側の気持ちを考えよう。 指導例 ④ 自分の学級を点検するとともに、
は何かを考えよう。 中央の男の子の気持ちを考えさせたり、加害者 いじめをなくすために自分ができ

指導目標 ・傍観者の立場からの言動を考えさせたりする。 ることを考えよう。
指導目標 いじめられている側の気持ちを考えさせる。

いじめの場面を想起させながら、自分 手引き関連ページ…Ｐ３～７ 指導目標
たちの生活場面を振り返らせる。 チェックリストを使い学級を評価さ

せるとともに、自分ができることやい
指導例 じめをなくす取り組みを考えさせる。

絵や吹き出しの言葉を見て、具体的な
場面を想起させ、自分の意見、グループ 指導例

の意見などを発表させてまとめたり、実 挙手等により結果をまとめるととも

際の事例等と絡めながら、いじめについ に、学級の改善のために自分ができる

て考えさせたりする。 ことを書かせたり、個人や学級の目標
等を作成させたりする。

事前にいじめについてのアンケートを
行い、実際に嫌だと思ったことを分類し、

手引き関連ページ…Ｐ２９～３２

考えさせる。

⑤ いじめは許されない行為である手引き関連ページ…Ｐ２
ことを再確認し、予防に努めよう。

指導目標
いじめは絶対に許されない行為であ

ることを再確認させ、今後の望ましい

③ いじめとは何かを確認しよう。 行動等への意欲をもたせる。

指導目標
指導例

その子供が心身の苦痛を感じている
図や教師の説話等で、いじめに対す

ものが「いじめ」であることを理解さ

※　いじめの定義は、児童が理解しや
　すいように簡単に表記しているが、
　児童の実態にあわせて補説する。

る望ましい意識や態度を確認する。

せる。
手引き関連ページ…Ｐ３７～４３

指導例

ここに書かれている本文の意味を全

⑥ いじめを一人で悩まず、相談し

員に考えさせたり、法律を調べさせた

よう。

りして、まとめさせる。

指導目標

手引き関連ページ…Ｐ１

いじめについて一人で悩むのではな
く、話しやすい人に相談することが大
切であることを理解させる。また相談
窓口が裏表紙にあることを伝える。

手引き関連ページ…Ｐ110～111


